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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼鏡フレームの形状を測定する眼鏡枠形状測定装置であって、
　前記眼鏡フレームの左リムを挟持する一対のクランプピンを有する第１クランプピンユ
ニットと、
　第１回転軸を中心として前記第１クランプピンユニットを挟持方向に回転させる第１回
転手段と、
　前記眼鏡フレームの右リムを挟持する一対のクランプピンを有する第２クランプピンユ
ニットと、
　第２回転軸を中心として前記第２クランプピンユニットを挟持方向に回転させる第２回
転手段と、
　を備え、
　前記第１回転手段によって前記第１クランプピンユニットを回転することで、前記眼鏡
フレームの前記左リムを測定位置へ移動させ、前記第２回転手段によって第２クランプピ
ンユニットを回転することで、前記眼鏡フレームの前記右リムを測定位置へ移動させるこ
とを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項２】
　請求項１の眼鏡枠形状測定装置において、
　前記第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンが開閉できる第１開閉手段
と、
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　前記第２クランプピンユニットにおける一対のクランプピンが開閉できる第２開閉手段
と、
　を備え、
　前記第１回転手段によって前記第１クランプピンユニットを回転するとともに前記第１
開閉手段によって前記第１クランプピンユニットの開閉を行うことで、前記眼鏡フレーム
の前記左リムを測定位置へ移動させ、前記第２回転手段によって前記第２クランプピンユ
ニットを回転するとともに前記第２開閉手段によって前記第２クランプピンユニットの開
閉を行うことで、前記眼鏡フレームの前記右リムを測定位置へ移動させることを特徴とす
る眼鏡枠形状測定装置。
【請求項３】
　請求項２の眼鏡枠形状測定装置において、
　前記第１開閉手段は、前記第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの一
方のクランプピンが他方の方向に直線移動するとともに、一対のクランプピンの他方のク
ランプピンが一方の方向に直線移動し、
　前記第２開閉手段は、前記第２クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの一
方のクランプピンが他方の方向に直線移動するとともに、一対のクランプピンの他方のク
ランプピンが一方の方向に直線移動することを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかの眼鏡枠形状測定装置において、
　前記眼鏡フレームを測定する測定手段を備え、
　前記眼鏡フレームを設置する際の待機状態において、前記第１クランプピンユニットが
前記第１回転手段によって、挟持方向において前記測定手段から遠ざかる方向に回転され
た状態で保持され、
　前記眼鏡フレームの測定を行う測定状態において、前記第１クランプピンユニットが前
記第１回転手段によって、挟持方向において前記測定手段に近づく方向に回転され、前記
眼鏡フレームの前記左リムを測定位置へ移動させるとともに、
　前記眼鏡フレームを設置する際の待機状態において、前記第２クランプピンユニットが
前記第２回転手段によって、挟持方向において前記測定手段から遠ざかる方向に回転され
た状態で保持され、
　前記眼鏡フレームの測定を行う測定状態において、前記第２クランプピンユニットが前
記第２回転手段によって、挟持方向において前記測定手段に近づく方向に回転され、前記
眼鏡フレームの前記右リムを測定位置へ移動させることを特徴とする眼鏡枠形状測定装置
。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかの眼鏡枠形状測定装置において、
　前記第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内、一方のクランプピン
を収納する第１収納部と、
　前記第２クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内、一方のクランプピン
を収納する第２収納部と、
　を備え、
　前記第１回転手段による前記第１クランプピンユニットの回転によって、前記第１クラ
ンプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピンが前記第１収納
部に対して挿脱され、
　前記第２回転手段による前記第２クランプピンユニットの回転によって、前記第２クラ
ンプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピンが前記第２収納
部に対して挿脱されることを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼鏡フレームの形状を測定する眼鏡枠形状測定装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　眼鏡フレームのリムの輪郭をトレースしてリムの形状を測定する眼鏡枠形状測定装置が
知られている（例えば、特許文献１及び２参照）。これらの眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡
フレームの左右リムを挟持するクランプ機構を有した眼鏡フレーム保持ユニットを備えて
いる。眼鏡フレーム保持ユニットのクランプ機構は、一対のクランプピンを有しており、
一対のクランプピンによって、眼鏡フレームを挟持することで、眼鏡フレームを測定位置
にて保持する。眼鏡フレームが測定位置にて保持された状態にて、リムの輪郭がトレース
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－００７５３６号公報
【特許文献２】特開２０１５－００７６６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の眼鏡フレーム保持ユニットは、クランプ機構において、眼鏡枠形
状測定装置の手前側（操作者側）に位置するクランプピンと、眼鏡枠形状測定装置の奥側
（眼鏡フレームを測定する測定手段側）に位置するクランプピンとが重なって見づらくな
っていた。このため、操作者は、眼鏡フレームの左右リムを一対のクランプピンの間に設
置することが困難であった。特に、操作に不慣れな者にとっては、何度もやり直す必要が
生じるために面倒な操作であった。
【０００５】
 本開示は、上記従来技術に鑑み、眼鏡フレームを容易に良好に保持することができる眼
鏡枠形状測定装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本開示は以下の構成を備えることを特徴とする。
【０００７】
　（１）　本開示の第１態様に係る眼鏡枠形状測定装置は、　眼鏡フレームの形状を測定
する眼鏡枠形状測定装置であって、前記眼鏡フレームの左リムを挟持する一対のクランプ
ピンを有する第１クランプピンユニットと、第１回転軸を中心として前記第１クランプピ
ンユニットを挟持方向に回転させる第１回転手段と、前記眼鏡フレームの右リムを挟持す
る一対のクランプピンを有する第２クランプピンユニットと、第２回転軸を中心として前
記第２クランプピンユニットを挟持方向に回転させる第２回転手段と、を備え、前記第１
回転手段によって前記第１クランプピンユニットを回転することで、前記眼鏡フレームの
前記左リムを測定位置へ移動させ、前記第２回転手段によって第２クランプピンユニット
を回転することで、前記眼鏡フレームの前記右リムを測定位置へ移動させることを特徴と
する。
（２）　本開示の第１態様に係る眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームの形状を測定する
眼鏡枠形状測定装置であって、前記眼鏡フレームの左リムを挟持する一対のクランプピン
を有する第１クランプピンユニットであって、前記左リムの上部を挟持する一対の第１上
クランプピンと、前記左リムの下部を挟持する一対の第１下クランプピンと、を有する第
１クランプピンユニットと、第１回転軸を中心として前記第１上クランプピンを一体的に
挟持方向に回転させる第１回転手段と、前記第１上クランプピン及び前記第１下クランプ
ピンが開閉できる第１開閉手段と、前記眼鏡フレームの右リムを挟持する一対のクランプ
ピンを有する第２クランプピンユニットであって、前記右リムの上部を挟持する一対の第
２上クランプピンと、前記右リムの下部を挟持する一対の第２下クランプピンと、を有す
る第２クランプピンユニットと、第２回転軸を中心として前記第２上クランプピンを一体
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的に挟持方向に回転させる第２回転手段と、前記第２上クランプピン及び前記第２下クラ
ンプピンが開閉できる第２開閉手段と、前記第１上クランプピンにおける一対のクランプ
ピンの内、一方のクランプピンを収納する第１収納部と、前記第２上クランプピンにおけ
る一対のクランプピンの内、一方のクランプピンを収納する第２収納部と、を備えること
を特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】眼鏡枠形状測定装置の概略構成図である。
【図２】フレーム保持ユニットの正面図である。
【図３】フレーム保持ユニットの右側面図である。
【図４】フレーム保持ユニットの背面図である。
【図５】クランプ機構を説明するための図である。
【図６】第１スライダーのスライド板を右側面から見た図である。
【図７】第２スライダーのスライド板を上側から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜概要＞
　以下、本開示の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、本開示において符号に付さ
れるＬ及びＲは、それぞれ左用及び右用を示すものである。また、本開示では、眼鏡枠形
状測定装置１に向かって、前後方向（奥行き方向）をＺ方向とし、左右方向（奥行き方向
に垂直な平面上の水平方向）をＸ方向とし、上下方向（奥行き方向に垂直な平面上の鉛直
方向）をＹ方向として説明する。また、本開示における水平とは、完全に水平な状態及び
略水平な状態を含む。また、本開示における垂直とは、完全に垂直な状態及び略垂直な状
態を含む。
【００１０】
　例えば、本実施形態における眼鏡枠形状測定装置（例えば、眼鏡枠形状測定装置１）は
、眼鏡フレームの形状を測定する。例えば、眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームの左リ
ムを挟持する一対のクランプピンを有する第１クランプピンユニット（例えば、第１クラ
ンプピンユニット６０）を備えてもよい。また、例えば、眼鏡フレームの右リムを挟持す
る一対のクランプピンを有する第２クランプピンユニット（例えば、第２クランプピンユ
ニット７０）を備えてもよい。
【００１１】
　例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第１回転軸（例えば、第１回転軸Ｓ１）を中心として
第１クランプピンユニットを挟持方向に回転させる第１回転手段（例えば、第１回転ユニ
ット６５）を備えていてもよい。この場合、例えば、第１回転手段によって第１クランプ
ピンユニットを回転することで、眼鏡フレームの左リムを測定位置へ移動させることがで
きる。
【００１２】
　また、例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第２回転軸（例えば、第２回転軸Ｓ２）を中心
として第２クランプピンユニットを挟持方向に回転させる第２回転手段（例えば、第２回
転ユニット７５）を備えていてもよい。この場合、例えば、第２回転手段によって第２ク
ランプピンユニットを回転することで、眼鏡フレームの右リムを測定位置へ移動させるこ
とができる。
【００１３】
　なお、例えば、移動される測定位置とは、眼鏡フレームの測定を行う際の測定位置でな
くてもよい。おおよそ、眼鏡フレームの測定を行う際の測定位置であればよい。
【００１４】
　例えば、一対のクランプピンは、眼鏡フレームを挟持できる構成であればよい。例えば
、一対のクランプピンは、少なくとも２つ以上のピンで構成されていてもよい。
【００１５】
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　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、回転軸を中心として、一対のクランプピ
ンを挟持方向に回転させる回転手段と、を備え、回転手段によってクランプピンを回転す
ることで、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動させる構成を備える。これによって、操
作者は、眼鏡枠形状測定装置に眼鏡フレームを簡易的に配置するだけで、眼鏡フレームを
容易に良好に保持することができる。
【００１６】
　例えば、第１クランプピンユニットは、左リムの上部を挟持する一対の第１上クランプ
ピン（例えば、第１上クランプピン６１）と、左リムの下部を挟持する一対の第１下クラ
ンプピン（例えば、第１下クランプピン６２）と、を有してもよい。この場合、例えば、
第１回転手段は、第１上クランプピンと、第１下クランプピンと、の少なくとも一方を回
転させてもよい。また、例えば、第１上クランプピンと第１下クランプピンとの少なくと
も一方は一対のクランプピンを有するようにしてもよい。
【００１７】
　また、例えば、第２クランプピンユニットは、右リムの上部を挟持する一対の第２上ク
ランプピン（例えば、第２上クランプピン７１）と、右リムの下部を挟持する一対の第２
下クランプピン（例えば、第２下クランプピン７２）と、を有してもよい。この場合、例
えば、第２回転手段は、第２上クランプピンと、第２下クランプピンと、の少なくとも一
方を回転させるようにしてもよい。また、例えば、第２上クランプピンと第２下クランプ
ピンとの少なくとも一方は一対のクランプピンを有するようにしてもよい。
【００１８】
　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、クランプピンが、リムの上部を挟持する
一対の上クランプピンと、リムの下部を挟持する一対の下クランプピンと、を有し、回転
手段が、第１上クランプピンと、第１下クランプピンと、の少なくとも一方を回転させる
構成を備える。これによって、左右のリムの上部と下部の少なくとも４つの箇所で眼鏡フ
レームを保持することができるため、眼鏡フレームを安定して保持することができる。
【００１９】
　例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピ
ンが開閉できる第１開閉手段（例えば、第１開閉ユニット６７）を備えていてもよい。こ
の場合、例えば、第１回転手段によって第１クランプピンユニットを回転するとともに第
１開閉手段によって第１クランプピンユニットの開閉を行うことで、眼鏡フレームの左リ
ムを測定位置へ移動させることができる。
【００２０】
　また、例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第２クランプピンユニット（例えば、第２開閉
ユニット７７）における一対のクランプピンが開閉できる第２開閉手段を備えていてもよ
い。この場合、例えば、第２回転手段によって第２クランプピンユニットを回転するとと
もに第２開閉手段によって第２クランプピンユニットの開閉を行うことで、眼鏡フレーム
の右リムを測定位置へ移動させることができる。
【００２１】
　例えば、眼鏡フレームを挟持する際、第１回転手段及び第２回転手段によって、第１ク
ランプピンユニットと第２クランプピンユニットの回転が完了した後に、第１開閉手段と
第２開閉手段の駆動が行われ、眼鏡フレームが挟持されるようにしてもよい。また、例え
ば、眼鏡フレームを挟持する際、第１回転手段及び第２回転手段によって、第１クランプ
ピンユニットと第２クランプピンユニットの回転中に、第１開閉手段と第２開閉手段の駆
動が行われ、眼鏡フレームが挟持されるようにしてもよい。
【００２２】
　なお、例えば、眼鏡枠形状測定装置は、開閉手段を設けることなく、一対のクランプピ
ンによって眼鏡フレームを挟持できる構成としてもよい。この場合、例えば、一対のクラ
ンプピンによって挟持される構成であればよい。一例として、一対のクランプピンをＶ字
状に配置し、一対のクランプピンの間に眼鏡フレームが差し込まれる構成としてもよい。
【００２３】
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　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置において、さらに、一対のクランプピンが開
閉できる開閉手段を備え、回転手段によってクランプピンを回転するとともに開閉手段に
よってクランプピンの開閉を行うことで、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動させる構
成を備える。これによって、眼鏡フレームをより確実に挟持することができ、測定中に眼
鏡フレームが移動することを抑制することができる。
【００２４】
　例えば、第１開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも一方が他方のピン方向に移
動する構成であってもよい。例えば、第１開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも
一方が他方のピン方向に直線移動する構成であってもよい。この場合、第１開閉手段は、
第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの一方のクランプピンが他方の方
向に直線移動するとともに、一対のクランプピンの他方のクランプピンが一方の方向に直
線移動してもよい。例えば、第１開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも一方が他
方のピン方向に回転移動する構成であってもよい。
【００２５】
　例えば、第２開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも一方が他方のピン方向に移
動する構成であってもよい。例えば、第２開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも
一方が他方のピン方向に直線移動する構成であってもよい。この場合、第２開閉手段は、
第２クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの一方のクランプピンが他方の方
向に直線移動するとともに、一対のクランプピンの他方のクランプピンが一方の方向に直
線移動してもよい。例えば、第２開閉手段は、一対のクランプピンの少なくとも一方が他
方のピン方向に回転移動する構成であってもよい。
【００２６】
　例えば、本実施形態における眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームを測定する測定手段
（例えば、測定ユニット１０）を備える。この場合に、例えば、眼鏡フレームを設置する
際の待機状態において、第１クランプピンユニットが第１回転手段によって、挟持方向に
おいて測定手段から遠ざかる方向に回転された状態で保持され、記眼鏡フレームの測定を
行う測定状態において、第１クランプピンユニットが第１回転手段によって、挟持方向に
おいて測定手段に近づく方向に回転され、眼鏡フレームの左リムを測定位置へ移動させる
ようにしてもよい。また、この場合に、例えば、眼鏡フレームを設置する際の待機状態に
おいて、第２クランプピンユニットが第２回転手段によって、挟持方向において前記測定
手段から遠ざかる方向に回転された状態で保持され、眼鏡フレームの測定を行う測定状態
において、第２クランプピンユニットが第２回転手段によって、挟持方向において測定手
段に近づく方向に回転され、眼鏡フレームの右リムを測定位置へ移動させるようにしても
よい。
【００２７】
　例えば、測定手段は、測定子を有し、眼鏡フレームのリムに嵌め込み移動させることで
眼鏡フレーム形状を測定する構成であってもよい。また、例えば、測定手段は、光源を有
し、光源から照射した測定光を眼鏡フレームに照射し、その反射光を検出器によって、受
光することによって、眼鏡フレーム形状を測定する構成であってもよい。
【００２８】
　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームを設置する際の待機状態に
おいて、クランプピンユニットが回転手段によって、挟持方向において測定手段から遠ざ
かる方向に回転された状態で保持され、眼鏡フレームの測定を行う測定状態において、ク
ランプピンユニットが回転手段によって、挟持方向において測定手段に近づく方向に回転
され、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動させる構成を備える。これによって、クラン
プピンの一方が収納されるため、クランプピンの一方が他方のクランプピンに隠れること
によって操作者から見えづらくなることを抑制することができる。操作者は、クランプピ
ンの位置を確認しながら、確実に眼鏡フレームを所望の位置に配置しやすくなる。
【００２９】
　例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピ
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ンの内、一方のクランプピンを収納する第１収納部（例えば、第１収納部１１０）を備え
てもよい。この場合、例えば、第１回転手段による第１クランプピンユニットの回転によ
って、第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピン
が第１収納部に対して挿脱されてもよい。また、例えば、眼鏡枠形状測定装置は、第２ク
ランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内、一方のクランプピンを収納する第
２収納部（例えば、第２収納部１２０）を備えてもよい。この場合、第２回転手段による
第２クランプピンユニットの回転によって、第２クランプピンユニットにおける一対のク
ランプピンの内の一方のクランプピンが第２収納部に対して挿脱されてもよい。
【００３０】
　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、一対のクランプピンの内の一方のクラン
プピンを収納する収納部を備え、回転手段によるクランプピンの回転によって、一対のク
ランプピンの内の一方のクランプピンが収納部に対して挿脱される構成を備える。これに
よって、クランプピンの一方が収納されるため、クランプピンの一方が他方のクランプピ
ンに隠れることによって操作者から見えづらくなることを抑制することができる。操作者
は、クランプピンの位置を確認しながら、確実に眼鏡フレームを所望の位置に配置しやす
くなる。
【００３１】
　例えば、第１収納部と、第２収納部が設けられる場合、眼鏡フレームを設置する際の待
機状態において、第１クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のク
ランプピンが１収納部に収納されるとともに、第２クランプピンユニットにおける一対の
クランプピンの内の一方のクランプピンが第２収納部に収納されてもよい。また、例えば
、第１収納部と、第２収納部が設けられる場合、眼鏡フレームの測定を行う測定状態にお
いて、第１回転手段によって第１クランプピンユニットを回転することで、第１クランプ
ピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピンが第１収納部から突
出し、眼鏡フレームの左リムを測定位置へ移動させるようにしてもよい。また、また、例
えば、第１収納部と、第２収納部が設けられる場合、眼鏡フレームの測定を行う測定状態
において、第２回転手段によって第２クランプピンユニットを回転することで、第２クラ
ンプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピンが第２収納部か
ら突出し、眼鏡フレームの左リムを測定位置へ移動させるようにしてもよい。
【００３２】
　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームの測定を行う前の待機状態
において、クランプピンユニットにおける一対のクランプピンの内の一方のクランプピン
が収納部に収納され、眼鏡フレームの測定を行う測定状態において、回転手段によってク
ランプピンユニットを回転することで、クランプピンユニットにおける一対のクランプピ
ンの内の一方のクランプピンが収納部から突出し、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動
させる構成を備える。これによって、操作者が眼鏡フレームを眼鏡枠形状測定装置に設置
する際の待機状態において、クランプピンの一方が収納されるため、クランプピンの一方
が他方のクランプピンに隠れることによって操作者から見えづらくなることを抑制するこ
とができる。操作者は、クランプピンの位置を確認しながら、より確実に眼鏡フレームを
所望の位置に配置しやすくなる。
【００３３】
　例えば、第１収納部と、第２収納部が設けられる場合、第１クランプピンユニットにお
ける一対のクランプピンは挟持方向のおいて異なる位置に配置され、一対のクランプピン
の内、挟持方向において測定手段側に配置されたクランプピンよりも手前側に配置された
クランプピンが第１収納部に収納されるようにしてもよい。また、例えば、第１収納部と
、第２収納部が設けられる場合、第２クランプピンユニットにおける一対のクランプピン
は挟持方向のおいて異なる位置に配置され、一対のクランプピンの内、挟持方向において
測定手段側に配置されたクランプピンよりも手前側に配置されたクランプピンが第２収納
部に収納されるようにしてもよい。
【００３４】
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　例えば、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置は、クランプピンユニットにおける一対のク
ランプピンは挟持方向のおいて異なる位置に配置され、一対のクランプピンの内、挟持方
向において測定手段側に配置されたクランプピンよりも手前側に配置されたクランプピン
が収納部に収納される構成を備える。これによって、操作者が眼鏡フレームを眼鏡枠形状
測定装置に設置する際に、操作者側（手前側）のクランプピンが収納されるため、眼鏡枠
形状測定装置の奥側（測定手段側）のクランプピンが操作者側のクランプピンに隠れるこ
とによって、奥側のクランプピンが操作者から見えづらくなることを抑制することができ
る。操作者は、奥側のクランプピンの位置を確認しながら、眼鏡フレームを奥側のクラン
プピンの位置に配置しやすくなる。その後、回転手段による回転によって、手前側のクラ
ンプピンが突出され、眼鏡フレームを手前側のクランプピンと奥側のクランプピンとで挟
み込むことができる。すなわち、操作者は、奥側のクランプピンに眼鏡フレームを配置す
るだけで、一対のクランプピンによって、眼鏡フレームを挟持することが可能となり、眼
鏡フレームを容易に良好に保持することができる。
【００３５】
　＜実施例＞
　以下、本実施例における眼鏡枠形状測定装置について説明する。図１は眼鏡枠形状測定
装置の概略構成図である。例えば、眼鏡枠形状測定装置１は、本体ベース５、測定ユニッ
ト（測定手段）１０、フレーム保持ユニット２０等を備える。例えば、本体ベース５には
測定ユニット１０の主要な機構が配置され、本体ベース５の前面（後述する回転ユニット
１２から測定子１１がのびる方向側）にはフレーム保持ユニット２０が配置される。
【００３６】
　例えば、測定ユニット１０は、眼鏡フレームＦにおけるリムの輪郭をトレースして、リ
ムの形状を測定する。例えば、測定ユニット１０は、フレーム保持ユニット１０の後側（
フレーム保持ユニット１０の奥側）に位置する。例えば、測定ユニット１０は、測定子１
１、回転ユニット１２等を備える。なお、測定ユニット１０の詳細な構成、及び測定ユニ
ット１０を用いた眼鏡フレームＦにおけるリムの形状測定については、公知の技術（特開
２０１５－００７６６４号公報）を参照することができる。
【００３７】
　＜フレーム保持ユニット＞
　以下、フレーム保持ユニット２０の構成について、図１～図４を用いて説明する。図２
は、カバーを取り除いた状態におけるフレーム保持ユニット２０の正面図である。図３は
、カバーを取り除いた状態におけるフレーム保持ユニット２０の右側面図である。図４は
、カバーを取り除いた状態におけるフレーム保持ユニット２０の背面図である。なお、図
１～図４においては、説明の便宜上、フレーム保持ユニット１０を覆うカバーが取り外さ
れた図を示している。
【００３８】
　例えば、フレーム保持ユニット２０は、眼鏡フレームＦを保持する。なお、本実施形態
におけるフレーム保持ユニット２０は、眼鏡フレームＦを上下反転された状態（眼鏡フレ
ームＦの左右リムの下側が上になり左右リムの上側が下となる状態）で配置される場合を
例に挙げて説明する。例えば、フレーム保持ユニット２０は、第１スライダー２２、第２
スライダー２３、支柱部材２４、支持機構３０、連動機構４０、クランプ機構５０等を備
える。
【００３９】
　＜スライダー＞
　例えば、第１スライダー２２及び第２スライダー２３は、眼鏡フレーム装用時における
上下方向（Ｙ方向）から、眼鏡フレームＦの左リムＦＬ及び右リムＦＲを挟持する。例え
ば、第１スライダー２２は、カバー２１ａと、スライド板２５と、を有する。例えば、カ
バー２１ａの下面は第２スライダー２３に対向し、左右リムの下側に配置される。例えば
、スライド板２５は、支柱部材２４の上部に固定されている。
【００４０】
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　例えば、第２スライダー２３はカバー２１ｂと、スライド板２６と、を有する。例えば
、カバー２１ｂの上面は第１スライダー２２に対向し、左右リムの上側に配置される。例
えば、スライド板２６は、後述する支持機構３０が備えるシャフト３１及びシャフト３２
の上部に固定されている。
【００４１】
　例えば、支柱部材２４は、第１スライダー２２と第２スライダー２３の間において、上
下方向に延びている。例えば、支柱部材２４は、第１スライダー２２及び第２スライダー
２３を上下方向にガイドする。このため、第１スライダー２２及び第２スライダー２３は
、上下方向（Ｙ方向）に移動する。また、例えば、支柱部材２４は、第１スライダー２２
及び第２スライダー２３の左右方向（Ｘ方向）における中央に配置される。例えば、支柱
部材２４は、第１スライダー２２及び第２スライダー２３から測定ユニット２０が配置さ
れた側（図１において眼鏡フレームＦのテンプルが延びる方向側）に位置する。
【００４２】
　例えば、支持機構３０は、第２スライダー２３を上下方向（Ｙ方向）に支持する。例え
ば、支持機構３０は、シャフト３１、シャフト３２、固定ベース３３、ブロック３４、ロ
ーラ３５、ローラ３６等を備える。例えば、固定ベース３３は、本体ベース５（図１参照
）に固定される。例えば、固定ベース３３には、ブロック３４、ローラ３５、ローラ３６
が固定される。例えば、シャフト３１は固定ベース３３に対して上下方向に移動可能であ
り、ブロック３４によって支持されている。また、例えば、シャフト３２は固定ベース３
３に対して上下方向に移動可能であり、ローラ３５とローラ３６によって支持されている
。例えば、前述の支柱部材２４は固定ベース３３に対して上下方向に移動可能であり、固
定ベース３３及びブロック３４等によって支持されている。
【００４３】
　＜連動機構＞
　例えば、連動機構４０は、シャフト４１、円弧部材４２、取り付け板４３、第１ローラ
４４、第２ローラ４５等を備える。例えば、シャフト４１は前後方向（Ｚ方向）に延びて
いる。また、シャフト４１と、シャフト４１を中心として回転する円弧部材４２は、ブロ
ック３４の前側（Ｚ方向における手前側）に取り付けられている。例えば、円弧部材４２
は、第１ローラ４４に向かって延びる第１アーム４２ａ、及び第２ローラ４５に向かって
延びる第２アーム４２ｂを有する。例えば、取り付け板４３は支柱部材２４の下方に固定
されている。また、例えば、取り付け板４３の前側には第１ローラ４４が取り付けられて
いる。例えば、第１ローラ４４は、第１アーム４２ａの上面に位置する。例えば、第２ロ
ーラ４５はシャフト３２の前側（Ｚ方向における手前側）に取り付けられている。例えば
、第２ローラ４５は、第２アーム４２ｂの上面に位置する。
【００４４】
　例えば、連動機構４０によって、第１スライダー２２及び第２スライダー２３は、互い
の間隔が広くなる方向又は互いの間隔が狭くなる方向に連動して移動することができる。
より詳細には、例えば、第２スライダー２３（スライド板２６）を下方向に移動させると
、スライド板２６の下降にともなって、シャフト３２及びシャフト３２に取り付けられた
第２ローラ４５も一体的に下降する。このため、円弧部材４２が有する第２アーム４２ｂ
は下方に下げられ、第１アーム４２ａが上方に上げられる。第１アーム４２ａが上方に上
げられることで、第１ローラ４４は、第１ローラ４４が固定されている取り付け板４３と
ともに上昇する。さらに、取り付け板４３に上昇にともなって、取り付け板４３が固定さ
れている支柱部材２４と、支柱部材２４に取り付けられたスライド板２５が上昇する。こ
のようにして、第１スライダー２２及び第２スライダー２３の互いの間隔は広くなる。ま
た、この状態から、第１スライダー２２（スライド板２５）を下方向に移動させると、支
柱部材２４と、支柱部材２４に固定された取り付け板４３と、が一体的に下降し、さらに
取り付け板４３に固定された第１ローラ４４も下降する。円弧部材４２が有する第１アー
ム４２ａは下方に下げられ、第２アーム４２ｂが上方に上げられる。これによって、第２
ローラ４４ｂは、第２ローラ４４ｂが固定されたシャフト３２とともに上昇し、シャフト
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３２が固定されたスライド版２６が上昇する。このようにして、第１スライダー２２及び
第２スライダー２３の互いの間隔は狭くなる。
【００４５】
　＜クランプ機構＞
　以下、クランプ機構５０の構成について説明する。図５はクランプ機構５０を説明する
ための図である。例えば、クランプ機構５０は、第１クランプピンユニット６０と、第２
クランプピンユニット７０と、を備える。例えば、第１クランプピンユニット６０は、眼
鏡フレームＦの左リムを挟持する。例えば、第１クランプピンユニット６０は、第１上ク
ランプピン６１と、第１下クランプピン６２と、からなる。例えば、第１上クランプピン
６１は、一対のクランプピンとして、眼鏡フレームＦにおける左リムの下部を挟持するた
めの前ピン６１ａと後ピン６１ｂを備える。また、例えば、第１下クランプピン６２は、
一対のクランプピンとして、眼鏡フレームＦにおける左リムの上部を挟持するための前ピ
ン６２ａと後ピン６２ｂを備える。
【００４６】
　例えば、第２クランプピンユニット７０は、眼鏡フレームＦの右リムを挟持する。例え
ば、第２クランプピンユニット７０は、第２上クランプピン７１と、第２下クランプピン
７２と、からなる。例えば、第２上クランプピン７１は、一対のクランプピンとして、眼
鏡フレームＦにおける右リムの下部を挟持するための前ピン７１ａと後ピン７１ｂを備え
る。また、例えば、第２下クランプピン７２は、一対のクランプピンとして、眼鏡フレー
ムＦにおける右リムの上部を挟持するための前ピン７２ａと後ピン７２ｂを備える。
【００４７】
　例えば、後述する待機状態において、眼鏡フレームＦはクランプ機構５０に設置される
。より詳細には、第１上クランプピン６１が有する前ピン６１ａと後ピン６１ｂとの間に
、眼鏡フレームＦにおける左リムの下部が設置される。同時に、第１下クランプピン６２
が有する前ピン６２ａと後ピン６２ｂとの間に、眼鏡フレームＦにおける左リムの上部が
設置される。また、第２上クランプピン７１が有する前ピン７１ａと後ピン７１ｂとの間
に、眼鏡フレームＦにおける右リムの下部が設置される。同時に、第２下クランプピン７
２が有する前ピン７２ａと後ピン７２ｂとの間に、眼鏡フレームＦにおける右リムの上部
が設置される。また、例えば、後述する測定状態において、眼鏡フレームＦにおける左右
リムの形状が、測定ユニット１０によって測定される。
【００４８】
　図６は、第１スライダー２２のスライド板２５を右側面から見た図である。図６（ａ）
は、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１が待機位置にある状態（待機状
態）を示す図である。図６（ｂ）は、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７
１が測定位置にある状態（測定状態）を示す図である。
【００４９】
　＜回転ユニット＞
　例えば、本実施例における第１クランプピンユニット６０は、第１回転軸Ｓ１（図２及
び図４参照）を中心として一対のクランプピンを挟持方向に回転させることが可能な第１
回転手段（第１回転ユニット）６５を有する。すなわち、第１回転ユニット６５によって
、第１上クランプピン６１における前ピン６１ａと後ピン６１ｂが一体的に挟持方向に回
転する。例えば、第１回転ユニット６５によって第１クランプピンユニット６０が回転す
ることで、眼鏡フレームＦにおける左リムを測定位置へ移動させることができる。
【００５０】
　例えば、本実施例における第２クランプピンユニット７０は、第２回転軸Ｓ２（図２及
び図４参照）を中心として一対のクランプピンを挟持方向に回転させることが可能な第２
回転手段（第２回転ユニット）７５を有する。すなわち、第２回転ユニット７５によって
、第２上クランプピン７１における前ピン７１ａと後ピン７１ｂが挟持方向に回転する。
また、第２回転ユニット７５によって、第２下クランプピン７２における前ピン７２ａと
後ピン７２ｂが挟持方向に回転する。例えば、第２回転ユニット７５によって第２クラン
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プピンユニット７０が回転することで、眼鏡フレームＦにおける右リムを測定位置へ移動
させることができる。なお、例えば、本実施例における挟持方向とは、前ピンと後ピンの
開閉方向である。すなわち、本実施例における挟持方向とは、前後方向（Ｚ方向）が前ピ
ンと後ピンの開閉方向となる。例えば、本実施例における挟持方向とは、第１回転軸Ｓ１
を中心とした円弧方向（図６中に点線で示す矢印Ａ，Ｂの方向）である。
【００５１】
　なお、例えば、本実施例における第１回転軸Ｓ１及び第２回転軸Ｓ２とは、後述するシ
ャフト８３の中心から左右方向（Ｘ方向）に延びる軸である。本実施例においては、第１
回転軸Ｓ１及び第２回転軸Ｓ２は同軸の構成を例に挙げて説明する。もちろん、第１回転
軸Ｓ１及び第２回転軸Ｓ２は、異なる軸であってもよい。
【００５２】
　なお、本実施例では、第１回転ユニット６５によって第１上クランプピン６１のみが回
転し、第２回転ユニット７５によって第２上クランプピン７１のみが回転する構成を例に
挙げて説明するがこれに限定されない。
【００５３】
　例えば、本実施例においては、第１回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５によっ
て、第１下クランプピン６２と第２下クランプピンが回転する構成であってもよい。また
、第１回転ユニット及び第２回転ユニットによって、第１上クランプピン６１と、第１下
クランプピン６２と、第２上クランプピン７１と、第２下クランプピンと、が回転する構
成であってもよい。なお、第１回転ユニット６５によって第１下クランプピン６２が回転
する構成は、第１回転ユニット６５によって第１上クランプピン６１が回転する機構と同
様の構成とすることができる。また、例えば、第２回転ユニット７５によって第２下クラ
ンプピン７２が回転する構成は、第２回転ユニット７５によって第２上クランプピン７１
が回転する機構と同様の構成とすることができる。なお、これらの回転ユニットが備える
構成は、その一部が異なっていてもよい。
【００５４】
　例えば、第１回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５は、回転シャフト８０、基台
８１、回転板８２、シャフト８３、基台８４、ローラ８５、ローラ８６、モータ８７等に
よって構成される。例えば、回転シャフト８０は、モータ８７の駆動によって回転する。
例えば、回転シャフト８０には基台８１が配置されている。例えば、回転シャフト８０の
上部には回転板８２が連結される。例えば、回転板８２にはローラ８５とローラ８６が取
り付けられている。例えば、基台８４の下側には、第１上クランプピン６１と第２上クラ
ンプピン７１が取り付けられている。例えば、基台８４の上側は、平坦部８４ａと突出部
８４ｂを有する。例えば、基台８４は、シャフト８３とともに基台８１に取り付けられる
ことによって、第１回転軸Ｓ１及び第２回転軸Ｓ２を中心とした回転シャフト８０に対す
る挟持方向（円弧方向）に移動可能に支持される。
【００５５】
　例えば、図６（ａ）では、ローラ８５が突出部８４ｂと当接することによって基台８４
を傾斜状態に保ち、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１の待機状態を維
持する。このとき、第１上クランプピン６１における前ピン６１ａの少なくとも一部は、
基台８４が傾斜することによって、スライド板２５に設けられた第１収納部１１０に収納
される。同時に、第２上クランプピン７１における前ピン７１ａの少なくとも一部は、基
台８４が傾斜することによって、スライド板２６に設けられた第２収納部１２０に収納さ
れる。また、このとき、第１上クランプピン６１における後ピン６１ｂと、第２上クラン
プピン７１における後ピン７１ｂとは、基台８４が傾斜することによって、手前方向に迫
り出す。このため、操作者は後ピン６１ｂ及び後ピン７１ｂの位置を容易に確認すること
ができる。
【００５６】
　例えば、待機状態から回転シャフト８０が時計回りに回転すると、回転シャフト８０と
一体的に回転板８２も回転する。これによって、ローラ８５と突出部８４ｂとが離れ、基
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台８４は第１回転軸Ｓ１及び第２回転軸Ｓ２を中心とした回転シャフト８０に対する円弧
方向に回転して水平になる。また、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１
の前ピンが、後述する第１収納部１１０及び第２収納部１２０から突出する。回転シャフ
ト８０がさらに回転すると、ローラ８６が平坦部８４ａと当接し、基台８４の押し戻りを
防止する。このようにして、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１は、図
６（ｂ）に示す測定状態を維持する。
【００５７】
　＜開閉ユニット＞
　図７は、第２スライダー２３のスライド板２６を上側から見た図である。例えば、本実
施例における第１クランプピンユニット６０は、一対のクランプピンを開閉することがで
きる第１開閉手段（第１開閉ユニット）６７を有する。すなわち、第１開閉ユニット６７
によって、第１上クランプピン６１における前ピン６１ａと後ピン６１ｂが開閉する。ま
た、例えば、第１開閉ユニット６７によって、第１下クランプピン６２における前ピン６
２ａと後ピン６２ｂが開閉する。
【００５８】
　また、例えば、本実施例における第２クランプピンユニット７０は、一対のクランプピ
ンを開閉することができる第２開閉手段（第２開閉ユニット）７７を有する。すなわち、
第２開閉ユニット７７によって、第２上クランプピン７１における前ピン７１ａと後ピン
７１ｂが開閉する。また、例えば、第２開閉ユニット７７によって、第２下クランプピン
７２における前ピン７２ａと後ピン７２ｂが開閉する。
【００５９】
　なお、ここでは、第１下クランプピン６２の開閉について説明する。第１上クランプピ
ン６１と、第２上クランプピン７１と、第２下クランプピン７２の開閉については、以下
において説明する構成と同一であるため、その説明を省略する。もちろん、これらのクラ
ンプピンが備える構成は、その一部が異なっていてもよい。
【００６０】
　例えば、第１下クランプピン６２の第１開閉ユニット６７は、回転シャフト８０、円形
部材９０、ピン９１、軸９２、軸９３、アーム９４、アーム９５、ギヤ９６、ギヤ９７、
ワイヤ９８、半リング部材９９、圧縮バネ１００、ガイド部材１０１等によって構成され
る。例えば、回転シャフト８０は、前述したモータ８７の駆動によって回転する。例えば
、前ピン６１ａはアーム９４に取り付けられている。例えば、アーム９４は軸９２を中心
として回転する。例えば、アーム９４の基部には、軸９２を中心としたギヤ９６が形成さ
れる。また、例えば、後ピン６１ｂはアーム９５に取り付けられている。例えば、アーム
９５は軸９３を中心として回転する。例えば、アーム９５の基部には、軸９３を中心とし
たギヤ９７が形成される。例えば、ギヤ９６とギヤ９７は、互いに噛み合っている。例え
ば、アーム９４と、アーム９５と、の間には圧縮バネ１００が配置される。この圧縮バネ
１００は、アーム９４とアーム９５に開く方向の付勢力を与える。例えば、アーム９５に
はワイヤ９８が取り付けられている。例えば、ワイヤ９８の一端は、ガイド部材１０１を
介して半リング部材９９に接続されている。例えば、半リング部材９９の内径は、回転シ
ャフト８０の径に噛み合う大きさで形成される。また、例えば、半リング部材９９は、ピ
ン９１によって円形部材９０に連結されている。
【００６１】
　例えば、第１下クランプピン６２は、モータ８７が駆動されることによって回転シャフ
ト８０が時計回りに回転すると、回転シャフト８０と一体的に円形部材９０も回転する。
これによって、半リング部材９９は、半リング部材９９の内径が回転シャフト８０の径に
噛み合う位置まで移動する。半リング部材９９の移動にともなってワイヤ９８は引っ張ら
れ、アーム９５が軸９３を中心に回転するため、２つの噛み合うギヤ９６とギヤ９７によ
って、アーム９４も軸９２を中心として回転する。このようにして、第１下クランプピン
６２における前ピン６１ａと後ピン６１ｂが連動して閉じる方向（前ピン６１ａと後ピン
６１ｂとの間の間隔が狭くなる方向）に移動する。また、前ピン６１ａと後ピン６１ｂが
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閉じた状態から回転シャフト８０が反時計回りに回転すると、半リング部材９９は図７の
状態に戻され、圧縮バネ１００によって前ピン６１ａと後ピン６１ｂが連動して開く方向
に移動する。
【００６２】
　例えば、本実施例における第１クランプピンユニット６０は、第１開閉ユニット６７に
よって、一対のクランプピンにおける一方のクランプピンを、他方のクランプピンの方向
に直線移動させるとともに、一対のクランプピンにおける他方のクランプピンを、一方の
クランプピンの方向に直線移動させる。つまり、例えば、第１上クランプピン６１におい
て、前ピン６１ａは後ピン６１ｂの方向へ直線移動し、後ピン６１ｂは前ピン６１ａの方
向へ直線移動する。これによって、第１上クランプピン６１は、前ピン６１ａと後ピン６
１ｂを前後方向（Ｚ方向）に同距離だけ移動させ、前ピン６１ａと後ピン６１ｂの間に設
置される眼鏡フレームＦの左リム下部を測定位置において挟持することができる。また、
例えば、第１下クランプピン６２において、前ピン６２ａは後ピン６２ｂの方向へ直線移
動し、後ピン６２ｂは前ピン６２ａの方向へ直線移動する。これによって、第１下クラン
プピン６２は、前ピン６２ａと後ピン６２ｂを前後方向（Ｚ方向）に同距離だけ移動させ
、前ピン６２ａと後ピン６２ｂの間に設置される眼鏡フレームＦの左リム上部を測定位置
において挟持することができる。
【００６３】
　同様に、例えば、本実施例における第２クランプピンユニット７０は、第２開閉ユニッ
ト７７によって、一対のクランプピンにおける一方のクランプピンを、他方のクランプピ
ンの方向に直線移動させるとともに、一対のクランプピンにおける他方のクランプピンを
、一方のクランプピンの方向に直線移動させる。つまり、例えば、第２上クランプピン７
１において、第２開閉ユニット７７によって、前ピン７１ａは後ピン７１ｂの方向へ直線
移動し、後ピン７１ｂは前ピン７１ａの方向へ直線移動する。これによって、第２上クラ
ンプピン７１は、前ピン７１ａと後ピン７１ｂを前後方向（Ｚ方向）に同距離だけ移動さ
せ、前ピン７１ａと後ピン７１ｂの間に設置される眼鏡フレームＦの右リム下部を測定位
置において挟持することができる。また、例えば、第２下クランプピン７２において、第
２開閉ユニット７７によって、前ピン７２ａは後ピン７２ｂの方向へ直線移動し、後ピン
７２ｂは前ピン７２ａの方向へ直線移動する。これによって、第２下クランプピン７２は
、前ピン７２ａと後ピン７２ｂを前後方向（Ｚ方向）に同距離だけ移動させ、前ピン７２
ａと後ピン７２ｂの間に設置される眼鏡フレームＦの右リム上部を測定位置において挟持
することができる。
【００６４】
　例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置１は、上述の回転手段（すなわち、第１
回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５）と開閉手段（すなわち、第１開閉ユニット
６７及び第２開閉ユニット７７）を備えることによって、第１クランプピンユニット６０
及び第２クランプピンユニット７０が有するそれぞれの前ピンと後ピンが、待機状態では
手前側に傾斜して配置され、測定状態では回転されて垂直に配置される。より詳細には、
例えば、待機状態では、第１クランプピンユニット６０が、第１回転ユニット６５によっ
て、挟持方向において測定ユニット１０に対して遠ざかるように（図６中の矢印Ａ方向）
回転された状態で保持される。例えば、測定状態では、第１クランプピンユニット６０が
、第１回転ユニット６５によって、挟持方向において測定ユニット１０に対して近づくよ
うに（図６中の矢印Ｂ方向）回転された状態で保持される。このため、眼鏡フレームＦの
左リムが待機位置から測定位置に移動される。また、例えば、待機状態では、第２クラン
プピンユニット７０が、第２回転ユニット７５によって、挟持方向において測定ユニット
１０に対して遠ざかるように（図６中の矢印Ａ方向）に回転された状態で保持される。例
えば、測定状態では、第２クランプピンユニット７０が、第２回転ユニット７５によって
、挟持方向において測定ユニット１０に対して近づくように（図６中の矢印Ｂ方向）に回
転された状態で保持される。このため、眼鏡フレームＦの右リムが待機位置から測定位置
に移動される。
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【００６５】
　さらに、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置１は、上述の回転手段と開閉手
段を備えることによって、第１クランプピンユニット６０及び第２クランプピンユニット
７０の回転が完了して待機位置（待機状態）から測定位置（測定状態）に移動した後に、
それぞれのクランプピンユニットが有する前ピン及び後ピンの開閉を行うことができる。
より詳細には、例えば、第１クランプピンユニット６０は、第１回転ユニット６５によっ
て回転されるとともに、第１開閉ユニット６７によって前ピン及び後ピンの開閉を行うこ
とによって、眼鏡フレームＦの左リムを測定位置へ移動させ、眼鏡フレームＦを測定位置
において挟持することができる。また、例えば、第２クランプピンユニット７０は、第２
回転手段によって回転されるとともに、第２開閉ユニット７７によって前ピン及び後ピン
の開閉を行うことによって、眼鏡フレームＦの右リムを測定位置へ移動させ、眼鏡フレー
ムＦを測定位置において挟持することができる。
【００６６】
　＜収納部＞
　例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置１は、クランプピンユニットを収納する
ための収納部を備える。以下、収納部について説明する。例えば、本実施例における第１
クランプピンユニット６０は、一対のクランプピンのうち、一方のクランプピンの少なく
とも一部を収納することができる第１収納部１１０（図１及び図５参照）を備える。すな
わち、例えば、第１収納部１１０によって、第１上クランプピン６１における前ピン６１
ａと後ピン６１ｂのうち、前ピン６１ａの少なくとも一部が収納される。言い換えると、
第１クランプピンユニット６０が有する一対のクランプピンは、挟持方向において異なる
位置に配置されており、一対のクランプピンのうち、挟持方向の測定ユニット１０側に位
置するクランプピン（つまり、後ピン６１ｂ）よりも手前側に位置するクランプピン（つ
まり、前ピン６１ａ）の少なくとも一部が、第１収納部１１０に収納される。
【００６７】
　さらに、例えば、本実施例における第２クランプピンユニット７０は、一対のクランプ
ピンのうち、一方のクランプピンの少なくとも一部を収納することができる第２収納部１
２０（図１及び図５参照）を備える。すなわち、例えば、第２収納部１２０によって、第
２上クランプピン７１における前ピン７１ａと後ピン７１ｂのうち、前ピン７１ａの少な
くとも一部が収納される。言い換えると、第２クランプピンユニット７０が有する一対の
クランプピンは、挟持方向において異なる位置に配置されており、一対のクランプピンの
うち、挟持方向の測定ユニット１０側に位置するクランプピン（つまり、後ピン７１ｂ）
よりも手前側に位置するクランプピン（つまり、前ピン７１ａ）が、第２収納部１２０に
収納される。
【００６８】
　以下、収納部について、より詳細に説明する。例えば、第１収納部１１０と第２収納部
１２０は、スライド板２５に設けられている。例えば、前述の第１回転ユニット６５及び
第２回転ユニット７５によって、待機状態では、第１上クランプピン６１における前ピン
６１ａの少なくとも一部が第１収納部１１０に収納されるとともに、第２上クランプピン
７１における前ピン７１ａの少なくとも一部が第２収納部１２０に収納される。例えば、
測定状態では、第１回転ユニット６５によって、第１上クランプピン６１における前ピン
６１ａが第１収納部１１０から突出し、後ピン６１ｂとともに一体的に回転することで、
眼鏡フレームＦの左リムが測定位置へ移動される。また、例えば、測定状態では、第２回
転ユニット７５によって、第２上クランプピン７１における前ピン７１ａが第２収納部１
２０から突出し、後ピン７１ｂとともに一体的に回転することで、眼鏡フレームＦの右リ
ムが測定位置へ移動される。
【００６９】
　例えば、このように、第１クランプピンユニット６０が備える第１回転ユニット６５に
よって、第１クランプピンユニット６０が回転し、待機位置（待機状態）と測定位置（測
定状態）とが変更されることによって、第１クランプピンユニット６０における一対のク
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ランプピンのうち、一方のクランプピンの少なくとも一部が第１収納部１１０に対して挿
脱される。また、第２クランプピンユニット７０が備える第２回転ユニット７５によって
、第２クランプピンユニット７０が回転し、待機位置（待機状態）と測定位置（測定状態
）とが変更されることによって、第２クランプピンユニット７０における一対のクランプ
ピンのうち、一方のクランプピンの少なくとも一部が第２収納部１２０に対して挿脱され
る。
【００７０】
　なお、本実施例において、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１を収納
する収納部が設けられる構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、第２
スライダー２３のスライド板２５にも、第１下クランプピン６２を収納するための収納部
、及び第２下クランプピン７２を収納するための収納部を配置してもよい。
【００７１】
　＜制御動作＞
　以上の構成を備える眼鏡枠形状測定装置について、その動作を説明する。例えば、操作
者が操作する眼鏡枠形状測定装置１は待機位置にあり（待機状態であり）、第１クランプ
ピンユニット６０における第１上クランプピン６１、及び第２クランプピンユニット７０
における第２上クランプピン７１は手前側に傾斜している。例えば、操作者は、フレーム
保持ユニット２０が備える第２スライダー２３を押し下げ、これに連動して第１スライダ
ー２２を上方向に上昇させることによって、第１スライダー２２と第２スライダー２３と
の間隔を広げ、フレームＦの左リムＦＬ及び右リムＦＲをクランプピンユニットに設置す
るための空間をつくる。
【００７２】
　次いで、例えば、操作者は、フレームＦの後側（左側のテンプルＦＴＬ及び右側のテン
プルＦＴＲが延びた側）が測定ユニット１０側に向くように、眼鏡フレームＦを第１スラ
イダー２２及び第２スライダー２３の間に挟む。このとき、第１上クランプピン６１にお
ける前ピン６１ａの少なくとも一部は第１収納部１１０に収納されており、第１上クラン
プピン６１における後ピン６１ｂは、手前方向に迫り出している。また、このとき、第２
上クランプピン７１における前ピン７１ａの少なくとも一部は第２収納部１２０に収納さ
れており、第２上クランプピン７１における後ピン７１ｂは、手前方向に迫り出している
。
【００７３】
　例えば、操作者は、眼鏡フレームＦにおける左リムの上側を前ピン６２ａと後ピン６２
ｂとの間に設置し、眼鏡フレームＦにおける右リムの上側を前ピン７２ａと後ピン７１ｂ
との間に当接するように設置する。また、操作者は、後ピン６１ｂ及び後ピン７１ｂの位
置を確認しながら、眼鏡フレームＦにおける左リムの下側が後ピン６１ｂに当接するよう
に設置し、眼鏡フレームＦにおける右リムの下側が後ピン７１ｂに当接するように設置す
る。
【００７４】
　例えば、眼鏡フレームＦの設置を終えると、操作者は、第２スライダー２３を押し下げ
る力を弱めることによって、第２スライダー２３を元の位置へと上昇させる。第２スライ
ダー２３に連動して第１スライダー２２は下降し、眼鏡フレームＦが第１スライダー２２
の対向面と第２スライダー２３の対向面との間に保持される。これによって、眼鏡フレー
ムＦにおける左リムの下側と右リムの下側は第１スライダー２２の下面に当接する。また
、眼鏡フレームＦにおける左リムの上側と右リムの上側は第２スライダー２３の上面に当
接する。
【００７５】
　ここで、操作者が図示なき眼鏡フレーム挟持スイッチを操作すると、モータ８７の駆動
によって回転シャフト８０が回転し、第１回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５が
作動する。これによって、第１クランプピンユニット６０における第１上クランプピン６
１、及び第２クランプピンユニット７０における第２上クランプピン７１が、挟持方向に
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おいて測定ユニット１０に近づくように一体的に回転して測定位置となる。この状態から
、さらにモータ８７が駆動して回転シャフト８０が回転すると、第１開閉ユニット６７及
び第２開閉ユニット７７が作動する。これによって、第１上クランプピン６１と、第１下
クランプピン６２のそれぞれが有する前ピン及び後ピンが、互いのピンの方向へと直線的
に移動して、眼鏡フレームＦの左リムを挟持する。また、第２上クランプピン７１と、第
２下クランプピン７２、のそれぞれが有する前ピン及び後ピンが、互いのピンの方向へと
直線的に移動して、眼鏡フレームＦの右リムを挟持する。
【００７６】
　操作者は、このようにして眼鏡フレームＦを保持させた後で、図示なき測定スイッチを
操作することによって、測定ユニット１０を用いて左リムと右リムの形状を順にトレース
することができる。
【００７７】
　以上説明したように、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、回転軸を中心
として、一対のクランプピンを挟持方向に回転させる回転手段を備え、回転手段によって
クランプピンを回転することで、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動させる構成を備え
る。これによって、操作者は、眼鏡枠形状測定装置に眼鏡フレームを簡易的に配置するだ
けで、眼鏡フレームを容易に良好に保持することができる。
【００７８】
　また、例えば、本実施例の眼鏡枠形状測定装置においては、さらに、一対のクランプピ
ンが開閉できる開閉手段を備え、回転手段によってクランプピンを回転するとともに、開
閉手段によってクランプピンの開閉を行うことで、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動
させる構成を備える。これによって、眼鏡フレームをより確実に挟持することができ、測
定中に眼鏡フレームが移動することを抑制することができる。
【００７９】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、第１クランプピンユニットに
おける一対のクランプピンの一方のクランプピンが他方の方向に直線移動するとともに、
一対のクランプピンの他方のクランプピンが一方の方向に直線移動し、第２クランプピン
ユニットにおける一対のクランプピンの一方のクランプピンが他方の方向に直線移動する
とともに、一対のクランプピンの他方のクランプピンが一方の方向に直線移動する構成を
備える。これによって、眼鏡フレームのリムを測定位置に移動させることができる。
【００８０】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームを設置する際の
待機状態において、クランプピンユニットが回転手段によって、挟持方向において測定手
段から遠ざかる方向に回転された状態で保持され、眼鏡フレームの測定を行う測定状態に
おいて、クランプピンユニットが回転手段によって、挟持方向において測定手段に近づく
方向に回転され、眼鏡フレームのリムを測定位置へ移動させる構成を備える。これによっ
て、クランプピンの一方が収納されるため、クランプピンの一方が他方のクランプピンに
隠れることによって操作者から見えづらくなることを抑制することができる。操作者は、
クランプピンの位置を確認しながら、確実に眼鏡フレームを所望の位置に配置しやすくな
る。
【００８１】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、一対のクランプピンのうちの
一方のクランプピンを収納する収納部を備え、回転手段によるクランプピンの回転によっ
て、一対のクランプピンのうちの一方のクランプピンが収納部に対して挿脱される構成を
備える。これによって、クランプピンの一方が収納されるため、クランプピンの一方が他
方のクランプピンに隠れることによって操作者から見えづらくなることを抑制することが
できる。操作者は、クランプピンの位置を確認しながら、確実に眼鏡フレームを所望の位
置に配置しやすくなる。
【００８２】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームの測定を行う前
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の待機状態において、クランプピンユニットにおける一対のクランプピンのうちの一方の
クランプピンが収納部に収納され、眼鏡フレームの測定を行う測定状態において、回転手
段によってクランプピンユニットを回転することで、クランプピンユニットにおける一対
のクランプピンのうちの一方のクランプピンが収納部から突出し、眼鏡フレームのリムを
測定位置へ移動させる構成を備える。これによって、操作者が眼鏡フレームを眼鏡枠形状
測定装置に設置する際の待機状態において、クランプピンの一方が収納されるため、クラ
ンプピンの一方が他方のクランプピンに隠れることによって操作者から見えづらくなるこ
とを抑制することができる。操作者は、クランプピンの位置を確認しながら、より確実に
眼鏡フレームを所望の位置に配置しやすくなる。
【００８３】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、クランプピンユニットにおけ
る一対のクランプピンが挟持方向において異なる位置に配置され、一対のクランプピンの
うち、挟持方向において測定手段側に配置されたクランプピンよりも手前側に配置された
クランプピンが収納部に収納される構成を備える。これによって、操作者が眼鏡フレーム
を眼鏡枠形状測定装置に設置する際に、操作者側（手前側）のクランプピンが収納される
ため、眼鏡枠形状測定装置の奥側（測定手段側）のクランプピンが操作者側のクランプピ
ンに隠れることによって、奥側のクランプピンが操作者から見えづらくなることを抑制す
ることができる。操作者は、奥側のクランプピンの位置を確認しながら、眼鏡フレームを
奥側のクランプピンの位置に配置しやすくなる。その後、回転手段による回転によって、
手前側のクランプピンが突出され、眼鏡フレームを手前側のクランプピンと奥側のクラン
プピンとで挟み込むことができる。すなわち、操作者は、奥側のクランプピンに眼鏡フレ
ームを配置するだけで、一対のクランプピンによって、眼鏡フレームを挟持することが可
能となり、眼鏡フレームを容易に良好に保持することができる。
【００８４】
　また、例えば、本実施例における眼鏡枠形状測定装置は、クランプピンが、リムの上部
を挟持する一対の上クランプピンと、リムの下部を挟持する一対の下クランプピンと、を
有し、回転手段が、第１上クランプピンと、前記第１下クランプピンと、の少なくとも一
方を回転させる構成を備える。これによって、左右のリムの上部と下部の少なくとも４つ
の箇所で眼鏡フレームを保持することができるため、眼鏡フレームを安定して保持するこ
とができる。
【００８５】
　＜変容例＞
　なお、本実施例では、眼鏡フレームＦが上下反転された状態（眼鏡フレームＦの左右リ
ムの下側が上になり左右リムの上側が下となる状態）で配置される場合を例に挙げて説明
したがこれに限定されない。眼鏡フレームＦの設置方向は、本実施例とは逆であっても良
い。すなわち、眼鏡フレームＦは、左右リムの上部が第１スライダー２２の位置する方向
に向き、左右リムの下部が第２スライダー２３の位置する方向に向き、左右テンプルが測
定ユニット１０の位置する方向に向くように設置してもよい。
【００８６】
　あるいは、眼鏡フレームＦにおける左右リムの下部が第１スライダー２２の位置する方
向に向き、左右リムの上部が第２スライダー２３の位置する方向に向き、左右テンプルが
測定ユニット１０の位置する方向とは反対の方向を向くように設置してもよい。
【００８７】
　あるいは、眼鏡フレームＦにおける左右リムの上部が第１スライダー２２の位置する方
向に向き、左右リムの下部が第２スライダー２３の位置する方向に向き、左右テンプルが
測定ユニット１０の位置する方向とは反対の方向を向くように設置してもよい。
【００８８】
　なお、本実施例においては、第１スライダー２２が上側に配置され、第２スライダー２
３が下側に配置されることによって、眼鏡フレーム装用時における上下方向（Ｙ方向）か
ら眼鏡フレームＦを挟持する構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、
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第１スライダー２２と第２スライダー２３が、左右方向（Ｘ方向）や、前後に傾斜した方
向等から眼鏡フレームＦを保持する構成であってもよい。また、例えば、第１クランプピ
ンユニット６０と第２クランプピンユニット７０が、左右方向（Ｘ方向）や、前後に傾斜
した方向等から眼鏡フレームＦを挟持する構成であってもよい。
【００８９】
　なお、本実施例においては、第１クランプピンユニット６０が、第１上クランプピン６
１と、第１下クランプピン６２と、からなる構成を例に挙げて説明したがこれに限定され
ない。本実施例における第１クランプピンユニット６０は、眼鏡フレームＦの左リムを挟
持することが可能な構成であればよい。すなわち、例えば、第１上クランプピン６１と第
１下クランプピン６２の他に、眼鏡フレームＦにおける左リムの左部を挟持するクランプ
ピンを設け、これらの３つのクランプピンによって、眼鏡フレームＦの左リムを挟持する
構成であってもよい。
【００９０】
　同様に、本実施例においては、第２クランプピンユニット７０が、第２上クランプピン
７１と、第２下クランプピン７２と、からなる構成を例に挙げて説明したがこれに限定さ
れない。本実施例における第２クランプピンユニット７０は、眼鏡フレームＦの右リムを
挟持することが可能な構成であればよい。すなわち、例えば、第２上クランプピン７１と
第２下クランプピン７２の他に、眼鏡フレームＦにおける右リムの右部を挟持するクラン
プピンを設け、これらの３つのクランプピンによって、眼鏡フレームＦの右リムを挟持す
る構成であってもよい。
【００９１】
　なお、本実施例においては、第１上クランプピン６１が、一対の前ピン６１ａと後ピン
６１ｂを備える構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。本実施例における第１
上クランプピン６１は、眼鏡フレームＦにおける左リムの下部を挟持することが可能な構
成であればよく、前ピン６１ａと後ピン６１ｂは複数存在してもよい。すなわち、前ピン
６１ａと後ピン６１ｂを、それぞれ１つ以上設ける構成としてもよい。このような場合に
は、例えば、前ピン６１ａと後ピン６１ｂをそれぞれ２本ずつ備え、計４本のピンを用い
て左リムの下部を挟持する構成が挙げられる。また、例えば、１本の前ピン６１ａと、２
本の後ピン６１ｂと、を備え、計３本のピンを用いて左リムの下部を挟持する構成が挙げ
られる。もちろん、２本の前ピン６１ａと、１本の後ピン６１ｂと、の計３本のピンを用
いてもよい。
【００９２】
　同様に、本実施例における第１下クランプピン６２は、眼鏡フレームＦにおける左リム
の上部を挟持することが可能な構成であればよく、前ピン６２ａと後ピン６２ｂの本数に
ついては限定されない。また、本実施例における第２上クランプピン７１は、眼鏡フレー
ムＦにおける右リムの下部を挟持することが可能な構成であればよく、前ピン７１ａと後
ピン７１ｂの本数については限定されない。また、本実施例における第２下クランプピン
７２は、眼鏡フレームＦにおける右リムの上部を挟持することが可能な構成であればよく
、前ピン７２ａと後ピン７２ｂの本数については限定されない。
【００９３】
　なお、本実施例においては、第１回転ユニット６５によって第１上クランプピン６１の
みが回転する構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、第１回転ユニッ
ト６５は、第１クランプピンユニット６０における第１上クランプピン６１と第１下クラ
ンプピン６２の両方を回転させる構成でもよいし、第１上クランプピン６１と第１下クラ
ンプピン６２の少なくとも一方を回転させる構成であってもよい。また、本実施例におい
ては、第２回転手段６７によって第２上クランプピン７１のみが回転する構成を例に挙げ
て説明したがこれに限定されない。例えば、第２回転手段６７は、第２クランプピンユニ
ット７０における第２上クランプピン７１と第２下クランプピン７２の両方を回転させる
構成でもよいし、第２上クランプピン７１と第２下クランプピン７２の少なくとも一方を
回転させる構成であってもよい。なお、第１回転ユニット６５及び第２回転手段６７は、
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それぞれが別途設けられてもよいし、兼用されてもよい。
【００９４】
　また、本実施例においては、第１上クランプピン６１及び第２上クランプピン７１の２
つのクランプピンが、回転手段によって回転する構成を例に挙げて説明したがこれに限定
されない。例えば、本実施例においては、第１下クランプピン６２及び第２下クランプピ
ン７２の２つのクランプピンが、回転手段によって回転する構成でもよい。また、例えば
、第１上クランプピン６１及び第１下クランプピン６２の２つのクランプピンが、回転手
段によって回転する構成でもよい。また、例えば、第２上クランプピン７１及び第２下ク
ランプピン７２の２つのクランプピンが、回転手段によって回転する構成でもよい。もち
ろん、第１上クランプピン６１と、第１下クランプピン６２と、第２上クランプピン７１
と、第２下クランプピン７２と、の４つのクランプピンが回転する構成であってもよい。
【００９５】
　なお、本実施例においては、第１開閉ユニット６７によって、第１上クランプピン６１
と第１下クランプピン６２における前ピンと後ピンが連動して開閉する構成を例に挙げて
説明したがこれに限定されない。本実施例における第１開閉ユニット６７は、一対のクラ
ンプピン間の距離を変更できる構成であれば良い。すなわち、前ピンと後ピンは必ずしも
連動して移動しなくてもよい。この場合には、例えば、一対のクランプピンのうち、少な
くとも一方のピンが、他方のピンの方向に直線移動する構成が挙げられる。また、例えば
、一対のクランプピンのうち、少なくとも一方のピンが、他方のピンの方向に回転移動す
る構成が挙げられる。
【００９６】
　同様に、本実施例においては、第２開閉ユニット７７によって、第２上クランプピン７
１と第２下クランプピン７２における前ピンと後ピンが連動して開閉する構成を例に挙げ
て説明したがこれに限定されない。本実施例における第２開閉ユニット７７は、一対のク
ランプピン間の距離を変更できる構成であれば良い。すなわち、前ピンと後ピンは必ずし
も連動して移動しなくてもよい。この場合には、例えば、一対のクランプピンのうち、少
なくとも一方のピンが、他方のピンの方向に直線移動する構成が挙げられる。また、例え
ば、一対のクランプピンのうち、少なくとも一方のピンが、他方のピンの方向に回転移動
する構成が挙げられる。
【００９７】
　なお、本実施例における眼鏡枠形状測定装置１は、第１回転ユニット６５及び第２回転
ユニット７５によって第１クランプピンユニット６０及び第２クランプピンユニット７０
が待機位置（待機状態）から測定位置（測定状態）に回転した後に、開閉手段によってそ
れぞれのクランプピンユニットが有する前ピン及び後ピンの開閉を行う構成を例に挙げて
説明したがこれに限定されない。例えば、回転手段と開閉手段は同時に作動してもよい。
この場合には、例えば、第１クランプピンユニット６０及び第２クランプピンユニット７
０が、待機位置（待機状態）から測定位置（測定状態）に向かって回転しながら、前ピン
及び後ピンを閉じる構成が挙げられる。
【００９８】
　なお、本実施例では、モータ８７を用いることによって、回転シャフト８０の回転を自
動的に行う構成としたがこれに限定されない。本実施例においては、回転シャフト８０の
回転を手動で行う構成であってもよい。この場合には、例えば、回転シャフト８０の上部
に回転ノブを設け、操作者が回転ノブを回転することによって、回転シャフト８０を回転
させる構成が挙げられる。
【００９９】
　また、本実施例においては、回転シャフト８０が時計回りに回転することによって前ピ
ン６１ａと後ピン６１ｂが閉じ、回転シャフト８０が反時計回りに回転することによって
、前ピン６１ａと後ピン６１ｂが開く構成としたがこれに限定されない。本実施例におけ
る回転シャフトの回転は、逆であっても良い。この場合には、例えば、回転シャフト８０
が時計回りに回転することによって前ピン６１ａと後ピン６１ｂが開き、回転シャフト８
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よい。
【０１００】
　なお、本実施例において、第１回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５によって眼
鏡フレームが待機位置から測定位置に保持された際の測定位置とは、測定ユニット１０に
よって眼鏡フレームが測定される位置に完全に移動される必要はない。例えば、第１回転
ユニット６５及び第２回転ユニット７５によって、おおよその測定位置に保持される構成
であってもよい。この場合には、第１回転ユニット６５及び第２回転ユニット７５によっ
て、おおよその測定位置に保持された後、第１開閉ユニット６７及び第２開閉ユニット７
７によって、前ピンと後ピンが移動し、ピンが閉じたときに眼鏡フレームが完全な測定位
置に保持される構成としてもよい。
【０１０１】
　なお、本実施例においては、第１収納部１１０及び第２収納部１２０に前ピンの少なく
とも一部が収納される構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、第１収
納部１１０及び第２収納部１２０は、前ピンの全部が収納され、前ピンが完全に隠れる構
成であってもよい。
【０１０２】
　また、本実施例においては、第１収納部及び第２収納部に前ピンが収納される構成を例
に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、本実施例においては、収納部があるこ
とによって、後ピンの視認性を向上させることができればよい。すなわち、後ピンが見え
づらくなることを抑制できるのであれば、必ずしも収納部を設ける必要はない。この場合
には、例えば、カバー２１ａが第１クランプピンユニット６０及び第２クランプピンユニ
ット７０とともに傾斜して、前ピンが隠れない構成が挙げられる。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　眼鏡枠形状測定装置
　１０　測定ユニット
　２０　フレーム保持ユニット
　２２　第１スライダー
　２３　第２スライダー
　３０　支持機構
　４０　連動機構
　５０　クランプ機構
　６０　第１クランプピンユニット
　６５　第１回転手段
　６７　第１開閉手段
　７０　第２クランプピンユニット
　７５　第２回転手段
　７７　第２開閉手段
　１１０　第１収納部
　１２０　第２収納部
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